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デジタルえほん・CANVAS・大日本印刷がデジタル知育絵本を制作・配信 

シリーズ第 1 弾『tap*rap しりとり』を iPad 向けに配信開始 
 

 

こども向けデジタルコンテンツの企画・制作を手がける株式会社デジタルえほん（以下：デジタルえほ

ん）とこどもの豊かな創造･表現活動を推進する NPO 法人 CANVAS（以下：CANVAS）、および大日本

印刷株式会社の 3社は共同で、デジタル知育絵本「tap*rap シリーズ」の制作・配信を開始します。 

今回、デジタル知育絵本「tap*rap シリーズ」第 1弾として『tap*rap しりとり』を制作し、2012年 2月 2日

から iPad向けに配信します。 

 

【背景】 

現在、国内の電子書籍は文芸書やコミックを中心に市場が拡大しています。しかし、デジタル化による

高い付加価値が期待される絵本の電子書籍化は、キャラクターなどを活用したものが一部発売される

程度で、こどもが知的好奇心を持って豊かな表現力を育みながら、無理なく学習できる知育用のデジタ

ル絵本は少ないのが現状です。このような状況を踏まえ、今回、デジタルえほん、CANVAS、DNP、の 3

社は共同で、デジタル知育絵本のシリーズを制作・配信することとしました。DNP がコンテンツ制作を、

デジタルえほんと CANVAS がコンテンツの企画・デザイン、ワークショップの運営、販売プロモーション

を担当し、デジタルえほんと DNP がコンテンツを販売します。 

これらの取り組みを「みらいのえほんプロジェクト」と題し、うごき出す絵本、ページのない絵本、自分が

参加する絵本、みんなでつくる絵本など、こどもたちがワクワクするこれまでにない新しいえほんをカタ

チにしていきます。 

 

【tap*rap シリーズ『tap*rap しりとり』内容紹介】 

「みらいのえほんプロジェクト」の第一弾となる、tap*rap シリーズ『tap*rap しりとり』は、これまで見たこと

のない新感覚のしりとり絵本です。 

画面をタップすることで、分解された言葉の音とイメー

ジを徐々に引き出し、ひとつの言葉を形成しながら、

しりとりあそびが楽しめるので、言葉を認識するための

知育絵本として役立てていただくことができます。カラ

フルで温かみのあるイラストもこどもたちに大人気です。

言葉を覚えはじめる幼児から、大人まで、多くの方に

お楽しみいただけるデジタル絵本として様々な場面で

ご活用ください。 
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【『tap*rap しりとり』アプリの配信について】 

名称  ： 『tap*rap しりとり』 

配信開始日 ： 2012年 2 月 2日（木） 

価格  ： 500円（税込）  

＊創刊記念セール期間中の 2012年 2 月 2日（木）～2月 29日（水）は 

350円（税込）にて販売します。 

販売元  ： 大日本印刷株式会社、株式会社デジタルえほん 

配信端末 ： iPad、iPad2 

販売サイト ： App StoreＴＭ（アップストア）、掲載カテゴリ ： 教育、エンターテイメント  

URL（AppStore）： http://itunes.apple.com/au/app/tap-rap-shiritori/id496176083?ls=1&mt=8 

ウェブページ    ： http://digitalehon.net/taprap/shiritori （デジタルえほん公式サイト内） 

 

【関連イベント】 

（１）『tap*rap しりとり』発売記念イベントを、2月 5日（日）13:00～14:00に東京・銀座のアップルストアで

開催します。 

   詳細・申込み： http://www.canvas.ws/futureehon/index.html 

イベント情報 URL： http://www.apple.com/jp/retail/ginza/ 

（２）デジタルえほんワークショップを、2 月 25 日（土）～26 日（日）に慶應義塾大学日吉キャンパスで開

催される「ワークショップコレクション 8 with モノづくり体感スタジアム」にて実施し、『tap*rap しりと

り』を紹介します。 

  URL： http://www.wsc.or.jp/index.html 

 

【今後の予定】 

3 社は 2012 年 3 月までに、デジタル知育絵本『tap*rap しりとり』を iPhone 向けにも配信します。また、

『tap*rap しりとり』で開発した表現方法などを応用して、tap*rap シリーズの新作を定期的に制作・配信

していきます。 

 

【参考：デジタル絵本に関する各社の取り組み】 

デジタルえほんは、 “こども”と“デジタル”を総合プロデュースする会社として設立。タブレット、電子書

籍リーダー、電子黒板・サイネージ、スマートフォン等テレビやパソコン以外の新しい端末を含む子ども

向けデジタル表現を総称して「デジタルえほん」として定義し、アプリ、教材、ウェブ等の各種子ども向け

のデジタルコンテンツの企画・開発、それらを活用したワークショッププログラムの企画・実施まで活動

  

左：画面をタップすると、色の粒子

が集まってきます。 

右：色の粒子が完全に集まり、絵が完成します。 

http://itunes.apple.com/au/app/tap-rap-shiritori/id496176083?ls=1&mt=8
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は多岐にわたっています。 

CANVAS は、「こども向け参加型創造・表現活動の全国普及・国際交流を推進する NPO」として、2002

年 11月に設立。「こどものための創造の場と表現の場を提供し、豊かな発想を養う土壌を育てる」という

目標に向けて、国内外の団体や人々と新しいネットワークを形成し、世界規模の活動を行っています。

各地でワークショップの活動をしている方々や学校教育関係者、博物館関係者、アーティスト、関連企

業、地方自治体など、さまざまな分野の方々と連携し、ワークショップを中心とした「こどもたちの活動の

場」の提供と、その普及に向けた活動を行っています。最大で約 62,000 人が参加したワークショップコ

レクションから数十人規模のものまで、数多くのワークショップを開催しています。 

DNP は、パソコン・携帯電話・スマートフォン・タブレット PC・電子書籍専用端末などのあらゆる情報メデ

ィアに対応した電子書籍コンテンツを制作し、出版社の電子出版事業を支援しています。2010 年から

は業界に先駆け、動画・音声などのリッチコンテンツを組み込んだデジタル雑誌の制作も行っています。

今回の件を通して、デジタル絵本を電子出版の新たな成長分野と位置づけ、今後も雑誌や絵本を含 

めた電子書籍コンテンツ制作を積極的に推進して、出版社のビジネス拡大をサポートしていきます。 

 

 

－以  上－ 

 

 

株式会社デジタルえほん       本社:東京都港区 社長:石戸奈々子  

特定非営利活動法人 CANVAS 所在地:東京都墨田区 理事長:川原正人 

大日本印刷株式会社  本社:東京都新宿区 社長:北島義俊 資本金:1,144 億円 

 

※ iPhone、iPad、App Store は Apple Inc.の商標または登録商標です。 

 

 

 

報道関係お問い合わせ先 

株式会社デジタルえほん 担当：髙木 

〒107‐0052 港区赤坂 3‐13‐3 TEL：03-5114–6722  FAX：03-5114-6723 

MAIL:info@digitalehon.net 

 

特定非営利活動法人 CANVAS 担当：飯塚 

〒130‐0004 墨田区本所 1‐11‐13 TEL：03‐6456‐1929 FAX：03-6456‐1926 

MAIL: information@canvas.ws 

 

大日本印刷株式会社 コーポレートコミュニケーション本部 広報室 

〒162-8001新宿区市谷加賀町 1-1-1 TEL：03-5225-8220 FAX：03-5225-8239 

 

 


